
 

■妙法寺川地域の特性・主な学習要素  ※赤字：主体となる学習要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料④ 

中分類 小分類 話題要素

六甲山の
地域的特長

六甲山地の形成、六甲変動「鉢伏山の衝上断層」（鉢伏山はどうしてできたか:文章、写真、地図）
須磨アルプス、六甲山西部の神戸層群（塩屋台）、「白川層（白川化石植物群）、多井畑層」
山がすとんと海に落ちる地形

扇状地
赤石の櫛淵（堺川）、50ｍの河岸段丘
天井川が運んできた石や礫が須磨の市街地を形成、明治18年の地形図（扇状地）

地形の特色

土石流危険渓流
風化していない花崗岩（鉢伏山山上遊園）、アブライトの岩脈、須磨断層、横尾山断層、白川の植物化石、高塚山断層、丸山衝
上断層（国の天然記念物)
堺（境）川：摂津・播磨の国の境　天井川だった天井川

団地 須磨ニュータウン：名谷、落合、白川台、北須磨、高倉台、横尾などの団地が建設される

川の特徴 堺（境）川：摂津・播磨の国の境

その他
地域のシンボル山とは？須磨アルプス（東山、横尾山、栂尾山）、旗ネット：旗振山
須磨の霊泉（須磨寺）、須磨の名水、菅の井、弘法の井戸
白砂青松、天皇池、天井川公園のビオトープ、天皇池のトンネル土砂のJR盛土利用（鷹取ー兵庫）

動物 生き物 サシバ、ハヤブサ、カワバタモロコ、ベニイトトンボ、コバネアオイトトンボ、ルリボシヤンマ（生物多様性神戸プラン）

自然林
モウソウチク群落、アカマツ－モチツツジ群集、アラカシ群落、コナラ-アベマキ群集
シイ・カシ萌芽林、海神社のウバメガシ林(0.1ha)、太山寺の原生林、転法輪寺の原生林
白川の石抱きカヤ（神戸市指定記念物）、海浜性植物の自生（須磨海岸）

希少植物
カミガモシダ、サイコクヌカボ、ノジギク（生物多様性神戸プラン）
板宿八幡神社のヒメユズリハーカゴノキ群落、須磨寺のヒメユズリハーヤマモモ群落、鉢伏山のウバメガシ群落

その他
ニセアカシア群落(植栽）、鉄枴・高倉・青谷三山にわたる御料林、妙法寺川公園（サクラ）
六甲山は明治末期までは全山禿山

古代～中世

須磨北部に旧石器、須磨浦公園：2000年前の石器や古墳の発見　須磨文化発祥の地
奈良時代までの須磨は鄙びた漁村地域、古代国家にとって軍事・交通上の要衝
関所（須磨の関：万葉集、源兼昌の回想）
平安時代は貴族の隠棲場（多くの荘園）

中世～幕末
南北朝時代（佐々木氏）、足利時代（赤松氏）、室町時代（細川氏）、天領（谷町代官支配下）
源平合戦（熊谷直実、平敦盛）、源平の一の谷の戦い（ヒヨドリ越え）
８つの村：板宿、大手、東須磨、西須磨、妙法寺、車、白川、多井畑

明治～昭和

区の統合・再編
明治21年私鉄山陽鉄道（現JR）開通、明治43年兵庫電気鉄道（現山陽電鉄）が開通、開通後の人口の急増
旧国鉄最大の鷹取の車両工場
須磨浦療病院（日本最初のサナトリウム）、須磨浦保養所
大正9年神戸市と合併、板宿地区の区画整理事業、

昭和～現在
新吉野(須磨寺一帯の別荘地）、須磨寺遊園地（山陽電鉄の開業）
地図に見る須磨の近代（17）

その他
須磨のいわれ（山と平地に挟まれたこの平地のスミ)の意：周麻、珠馬、為間、須磨など、
広義の須磨（神戸市須磨区）、狭義の須磨（江戸時代の8村のうち東・西須磨村）
畿内の西のスミがなまった

農業・漁業
須磨村は明治以降に開業した漁村
海士の塩焼き、藻塩（万葉集、塩屋の地名）、漁業（西須磨村：いわし、ハマチ、イカナゴ）、ウナギ・海苔の養殖：須磨海苔

水車産業 水車もあった西須磨、コモ江（千森川）

須磨の名物 敦盛だんご、敦盛そば、青葉の笛、須磨人形　須磨焼、須磨百首カルタ、須磨海苔

その他
山で旗を振ったのは何のため？（須磨の旗振り山、高取山）、高取山の裏の石炭の採取、妙法寺の石炭
日本一の商社だった鈴木商店、土砂を運んだベルトコンベア

阪神大水害 昭和13年7月阪神大水害（梅雨前線による豪雨）、昭和13年7月阪神大水害を契機に建設省直轄砂防事業、

その他の
災害

昭和36年6月豪雨、昭和43年23号台風、ジェーン台風、室戸台風、平成元年9月14日豪雨

阪神淡路
大震災

阪神大震災記念モニュメント（須磨浦公園緑の塔地球儀の落とした地球儀、須磨区役所前タイムカプセル、震災地蔵尊(須磨
寺））
緊急時の水（須磨の霊泉、弘法の井戸）

その他 古文書に見る災害（方丈記、平家物語、当山歴代（須磨寺）、有馬縁起）

地形
地質

植生

災害

まち
の

変遷

産業
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中分類 小分類 話題要素

道（交通）
白川街道、古代須磨海岸沿いは荒磯であったため鉢伏山北側に迂回、平安時代には鉢伏山南麓の櫛淵にも土砂が堆積して、
山陽道も須磨から海岸を通って塩屋に通じる。
明治21年私鉄山陽鉄道（現JR）開通、明治43年兵庫電気鉄道（現山陽電鉄）が開通

遺跡など 得能山古墳（板宿北部）に古墳時代前期の古墳、飛松中学校西方に古墳時代後期の古墳群

神社・仏閣など
村上帝社、須磨関守稲荷神社、現光寺：源氏寺、網敷天満宮、諏訪神社、須磨寺、浄徳寺、多井畑厄除八幡宮、勝福寺、證誠
神社、板宿八幡神社、禅昌寺、北向八幡神社、萩の寺、那須与一の墓、那須神社　妙法寺　大歳神社：車、白川　慶雲寺、鯖大
師

碑など 敦盛塚、安徳天皇伝説地、一の谷戦の濱碑、一の谷鯖大師、松風村雨堂、平重衝とらわれの遺跡、鏡の井、菅の井

その他
須磨浦公園、須磨離宮公園：月見山（在原業平）、須磨寺公園
須磨浦療病院（日本最初のサナトリウム）、須磨保養院と正岡子規、風光明媚で温暖な土地柄により別荘がたくさん建設、一の
谷町に異人山とよばれる外国人の家が点在(異人館）

文学・文化人

秋の須磨への憧れ「{源氏物語」須磨の巻、在原行平の「古今和歌集の歌」により須磨の名が全国に知られる。
須磨浦公園の句碑（与謝野蕪村、芭蕉、高浜虚子、正岡子規）
正岡子規の療養生活、在原行平、源高明、菅原道真、清少納言
筒井康隆「こちら一の谷」：鵯越の坂落とし伝説
須磨寺ゆかりの人々：良寛、芭蕉、蕪村、尾崎放哉、正岡子規、陳舜臣、山本周五郎

建築・芸術
家他

松風村雨堂、須磨離宮公園（大正天皇の離宮）、多井畑厄除け八幡宮（昔の山陽道の証し）、敦盛塚（三の谷、五輪の石塚）、須
磨寺(敦盛の青葉の笛）、村上帝社（謡曲「絃上」の舞台、琵琶の名人
関守稲荷神社：須磨の関守の歌碑（源兼昌）、現光寺（光源氏の旧居）
異人館（須磨、塩屋、舞子）、モルガンお雪

伝統芸能
須磨一弦琴：須磨琴の保存会（兵庫県無形文化財）、青葉の笛（敦盛）、
車の能狂言

伝説・民話

鵯越の坂落とし伝説
村上帝社（琵琶）、堺川、須磨の弘法大師（鯖伝説）、在原行平と松風・村雨、菅公の匂いの梅と飛び松、網敷天神と休天神、松
岡城とハラキリ堂
妙法寺の鬼追い、多聞寺の鬼追い　勝福寺の追儺式

碑など 戦の濱碑、須磨浦公園の句碑（与謝野蕪村、芭蕉、高浜虚子、正岡子規）

その他 青葉の笛（尋常小学唱歌）、加藤文太郎（「孤高の人」）、西須磨の偉人（島田元沖縄県知事）

資料館 百耕資料館（板宿・須磨の歴史と近世絵画のコレクション）

その他 須磨海浜水族園

祭り
妙法寺川さくら祭り、須磨浦山上遊園梅まつり
車の翁舞、勝福寺の追儺式、妙法寺の鬼追い、多井畑カネタタキ

ハイキング

【平家物語を歩む】（須磨浦公園、みどりの塔、海釣り公園、鉢伏山、一の谷、敦盛塚、内裏跡、一の谷鯖大師
【太平記の道を訪ねて】（妙法寺川沿川、白川街道、板宿周辺、勝福寺、證誠神社・権現さん、板宿八幡神社、禅昌寺、北向八幡
神社、萩の寺、那須与一の墓、妙法寺、大歳神社（車）、大歳神社（白川)、慶雲寺
【古典と史跡の須磨歩き】村上帝社（琵琶）、堺川、須磨の弘法大師（鯖伝説）、在原行平と松風・村雨、菅公の匂いの梅と飛び
松、網敷天神と休天神、松岡城とハラキリ堂
【参勤交代の大名道】、【芭蕉も登った道】、【光源氏と行平の道】、【足利尊氏遁走の道】、【松風・村雨のかよい道】、【須磨アル
プス縦走路】、【白川の里】、【芸能を伝える民俗の道】、【智慧の道を歩く】

環境学習
など

・神戸こどもエコチャレンジ21倶楽部、・こうべ環境未来館 エコスクール
・こどもエコクラブ、環境学習サポーター(ひょうご環境創造協会）、
・須磨FRSネット（都市と山村をむすぶ会、横尾自然塾、よこおみち森もりの会、滝が谷公園を美しくし隊、都市と山村をむすぶ会
　たんぽぽ親子クラブ、天井川を美しくする会、妙法寺川を美しくする会
　いたやにすと・いたやど里山クラブ、とびまつ森の会、奥須磨公園にトンボを育てる会、横尾自然塾、
　須磨海岸美しくする運動協議会）
・天井川公園を育てる会、天井川周辺地域環境読本づくりの会
・北須磨自然観察クラブ
・参加体験型学習プログラム（サタデースクール、夏の科学教室（須磨海浜水族館）
・神戸ごみ問題連絡協議会、・自然と文化の探検団、・西須磨まちづくリ懇談会
・兵庫県植物誌研究会、・兵庫の川サミット連絡会

その他 森づくり活動：井戸書店(森店主）

地域
の

活動

暮らし

文学
文化

文化
施設
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